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■工事のしかた
1. スピーカスイッチ付パナアンプを C
系統別に遠隔操作する場合 0

2. パナアンプハイパワーシリーズを 7
系統別に遠隔操作する場合

3. WL —420Tを系統別に遠隔操作す „
る場合 'y

4. WL—600Tを系統別に遠隔操作す
る場合 U

5. WL—420T • 600Tを系統別に遠隔 .n
操作する場合の接続図

6. WL —710Tを系統別に遠隔操作す......19
る場合

7. W L —840Tを系統別に遠隔操作1：..... jo
る場合

8. WL — 710T及びWL —840Tを系統...1R
別と全チャンネルー斉遠隔操作す 
る場合の接続図

9 WL — 710T 及び WL —840T をチャ..... 7
ンネル別に一斉遠隔する場合の接 '
続図

10. 音声調整卓を系統別遠隔する場合 10
の改造方法 19

11. WL —610、720、及び850を各チャン. 99
ネル10系統+—斉を遠隔する場合 
の接続図

12 WL — 720及びWL—850をチャンネ 
ル別に一斉遠隔する場合の接続図

13 WL —720及びWL —850を遠隔操作.
器1台で系統別に遠隔する場合の 
接続図

工事の前に

，組合せ機器により配線数、リレーボックスの数 

等が異なりますので、システム構成表（P1） 
をご覧の上、工事を行なってください。

►工事には一部改造のともなうものがありますの 

で、必ず購入店にお申しつけください。

>必要な工具
•半田ごて. . . . . . . . . . . . . . . 1

•ドフイバー㊉4 mm. . . . . . . . . . . . . . 1

<3； 3 mm. . . . . . . . . . . . . . . . . . 1

•ナイフ. . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
參ニツノぐ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1

•ビニーノレテープ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1

暑線材. . . . . . . . . . . . . . |
•ダイオード（RA-1Z）. . . . . .  i必要数
•リレー（AP3222）. . . . . . . . .  J



I.システム構成表

システムの組介せにより、次のような機器が必要です。リレー、線wは別途ご用意ください。リレーは松 

下電工製のAP-3222をお使いください。

（I） WR—105を使用したシステム構成
n :制御するスピーカの総系統（局）数m :操作器1台で遠隔操作する系統（局）数

必要機器
組合せ

遠隔

操作器

リレー

ポ ックス

リレ_ポックス

用電源部

リレー

（AP-3222）

配線数（1） 
（遠隔操作器0
リレーボックス間）

配線数⑵
（リレーボックス〇

本体間）

バナアンプ、ハイパワーアンプの

5局遠隔

WR 105

XI

WR.905

X 1

n

（最大5）

m + 6 +シールド線（1）

Ul+シールド線X1ノ

パナアンプのときは 
n + 5 +シールド,線（1） 
（最大10+シールド線x1） 
ハイパワーアンプのときは 
n + 6 +シールド線（1） 
（最大11+シールド線X1）

WL-420, 600,1000の

5局+—斉遠隔

WR.105

XI

WR.905
X 1 

WR-906
XI

n

（最大9）

m + 6 +シールド|泉（1）

Ul+シールド線X1ノ

n + 8 +シールド，線（1）

（17+シールド線x1ノ

WL.710のチヤンネル別 
一斉と全チャンネルー斉遠隔

WR105
XI

WR-904 
x 2 0 5 +シールド線（1） 12+シールド線（2）

WL-840, 3000, 3400のチヤンネル 
別一斉と全チャンネルー斉遠隔

WR 105
X 1

WR904
X 3 0 6 +シールド線（1） 16+シ_ルド線⑶

Wし710の

チヤンネル別 5局（ 5 + 5 ）と
一斉遠隔

WR105

x 2

WR-905 
x 2

WR.906 
x 2

n

（最大18）

各ch: m+6 +シールド線⑴ 
）

、22+シールド線X 2 ノ

n +12+シールド,線（2）

、30+シールド線x 2 ノ

Wし840, 3000, 3400の
チヤンネル別 5局（ 5 + 5 + 5 ）
と一斉遠隔

WR105

X 3

WR.905 
x 3 

WR.906 
x 3

n

（最大27）

各ch: m + 6+シールド線（1）

i最大 ）
\33+シールド線x 3 ノ

n +16+シールド線（3） 
（最^: ）
\43 +シールド線X 3ノ

WL-610, 3100の

5局+—斉遠隔

WR105

XI

10局のときは 
WUR85X 1
20局のときは 
WU R85X 2
30局のときは 
WU R85X 3

WU-R85が

2 3台の

ときは
XI

n

（最大30）

m + 5 +シールド,線（1）

Uo+シールド線x1ノ

WL-720, 850, 3200の 
チヤンネル別一斉 
と全チャンネルー斉遠隔

WR 105

XI
0

二元： 5 +シールド線（1）

三元： 6 +シールド線⑴
Wし720の

チヤンネル別 5局（5 + 5）と
一斉遠隔

WR.105

x 2

WUR85

x 2
XI

n

（最大20）

各ch : m + 5 +シールド線⑴
'l

Uo+シールド線X 2 ノ

WL-850, 3200の
チヤンネル別 5局（ 5 + 5 + 5）
と一斉遠隔

WR105

x 3

WU-R85

x 3
XI

n

（最大30）

各ch : m + 5 +シールド線⑴ 
（30+シールド線x 3 /

※パナアンプは5局のスイッチボード付以外のものは対象になリません。
（注）防災アンプは卓上型、ロッカ®とも仕様変更による現地認定が必要となリますので、別途お問合せくた-さぃ。 

尚、音声調按卓（WL-610,720,850）の防災化では、そのままで接続が可能です。

（2） WR-I05 く配線距離と使用電線明細表〉

200 m以下 500 m以下 1000 m以下

シールド線（音声線） （/） 0.26mm以上 0 0.35圓以上 0 0.5mm以上

0 V線（COM線）1本のみ 01.0 mm以上 01.6 mm以上 0 2.3嶋以上

その他の 線 （f> 0.65mm以上 （f）1.0 mm 以上 01.4mm以上

（注）リレーボックス•■■►本体間の線材には' 遠隔操作器—*•リレーボックス間に使用する線材と同じものをお使いくださI



（3） WR — I 10を使用したシステム構成

n :制御するスピーカの総杲統け4）数m :操作器1台で遠隔操作する系統（W）数

必要機器 遠隔 リレー リレーボックス リレー ダイオード 配線数（1） 配線数（1）
(RA-1Z)

（遠隔操作器— （リレーボックス
組合せ 操作器 ボックス 用電源部 (AP3222) リレーボックス間） 本体間）

WR-905 m + 6 +シールド線（1） n + 8 +シールド線（1）
Wし420, 600,1000の WR.110 XI

n

9局—一斉遠隔 XI
WR-906
XI

（最大9） \J5+シールド線x1ノ （最大 ）U7+シールド線x1ノ

WR-905 リモコンの m + 5 +シールド線（1） n +12+シールド線（2）
Wし710を WR 110 X 1

n 局数分X2
遠隔操作器1台で

10局十一斉逢隔 XI
WR-906 
x 3 （最大18） （最大20） \15 +シールド線x1ノ \30+シールド線X 2 ノ

WL-840, 3000, 3400を WR-905 リモコンの m + 5+シールド線（1） n +16+シールド線（3）
WR-110 XI

n 局数分X2
遠隔操作器1台で

10局十一斉遠隔 XI
WR-906 

x 5 （最大27） （最大20） \15+シールド線x1ノ （最大 ）
V43 +シールド線X 3 ノ

WR 110 WR-905 各ch n +12+シールド線（2）
Wし710の

x 2 n
m + 6 +シールド線（1）

チャンネル別 9局（ 9 + 9 ） WR-906
—

（最大18） （最大 ） （最大 ）
と一斉逢隔 X 2

x 2 シールド線x 2ノ \30+シードル線x 2 ノ

WR-110
WR-905 各ch :: n +16+シールド線（3）

Wし84Q 3000, 3400の
x 3 n

m + 6 +シールド線（1）
チャンネル別 9局（ 9 + 9 + 9 ）
と一斉遠隔 X 3 WR-906

X 3 （最大27） （最力 \
\45+シ_ルド線X 3 ノ （最* 、V43+シールド線X 3 ノ

10局のときは m + 5 +シールド線（1）
Wし610, 3100の WR110 WUR85X 1 WUR85が

20局のときは 2〜3台の

10局+— 斉遠隔 XI

WU-R85X 2
30局のときは

ときは
XI （骰大30）

R85X 3 \15 +シールド線x1ノ

Wし720の WR-110 WUR85 n リモコンの m + 4 +シールド線（1）
XI

（最大20）
局数分+ 2 （最大 \ —

10局+•— 斉遠隔 XI x 2 （最大12） 、14 +シールド線x1ノ

WL-850の WR 110 WUR85
n

リモコンの m + 4 +シールド線（1）

10局+ —斉速隔 XI x 3
XI

（最大30） 局数分+ 3 
（最大13）

（最大 ）\30+シールド線x1ノ

WL720の WR-110 WUR85 各ch : m+5 +シールド線
チャンネル別10局（10 + 10） XI — /最大 \ —
と一斉遠隔 X 2 x 2 （最大20） U5 +シールド線X 2 ノ

Wし850の WR-110 WU-R85 各ch: m+5 +シールド嫌
チャンネル別10局（10 + 10 + 10） X 1 （最大 ） 一

と一斉遠隔 x 3 x 3 （最大30） 145+シールド線X 3 ノ

（注）防災アンプは卓上型、ロッカ型とも仕様変更による現地認定が必要となりますので別途お問合せください。 
尚、音声調整卓（WL--610、720、850）の防災化では、そのままで接続が可能です。

（4） WR-I 10〈配線距離と使用電線明細表〉

200 m以下 500 m以下 1000 m以下

シールド線（音声線） 0.26 mm以上 0 0.35mm以上 小0.5mm以上

V線（COM線）1本のみ 01.8mm以上 0 2.6mm以上 0 3.5mm以上

その他の線 0 0.65mm以上 01.0mm以上 01.4mm以上

（注）リレーボックス—本体間の線村には、遠隔操作器—リレーボックス間に使用する線材と 

同じものをお使いください0



リレーボックスの収納について 4.リレーの追加について

リレーボックスは本体側に置いてください。

旧型デスクの場合は、袖卓内部に収納、音声調輅 

卓の場合は、袖内に、ラックマウントしてください。

卓上アンプの電源は、リレーボックスのACアウト 

レットから取ってください。

,リレー用電源装置について

.新音声調整卓用リレーユニットWU—R85を2台以上 

使用する場合には、WU—R85 2台につきリレー用電 

源装置WU-Z85が1台必要です。

電源装置の取付け方法は下図のとうリです。

►リレーボックスには、一斉制御リレー以外は、組込 

まれていません。したがつて制御するスピーカ系統 

分のリレーを組込む必要があリます。リレーは松下 

電工製AP3222をお使いください。

尚、必要なリレーの数はシステム構成表（P1〜2）を 

ご翫ください。

*リレーは基板に設けてあるリレーソケットに下図の 

ように取付けてください。

リレー固定用ビン 
にて固定する

嫌子部

WU-R85

リレー用電源 WU Z85

一取付台

5.端子盤への接続のしかた

春WU—R85の後部側面上部のねじ（左右各1）をはず 

し、下部のねじ（左右各1）をゆるめると背面ハ。ネ 

ルが開きますので、上図のようにWU—Z85を付域の 

ねじ4本で取付けてください。

♦ WU —Z85の接続のしかた

〇 OJ I00V —|
AC I N 
OV —1〇 〇

」〇 6n +24 V —|

=〇 oi OV —1

AC100V電源コンセ： 

-I-24V I
-ュニットWU —R85へ

♦遠隔操作器及びリレーボ 

ックスには左図のような 

端子盤を使用しています 

ので、接子盤への接続は 

次のように行なってくだ 

さぃ。

•接続方法
① 電線の被覆を取り芯線を 

5〜8_程露出させてく

ださい。

② 次に端子のねじを㊀ドラ 

イ八一で左図のようにゆ 

るめ、線材を端子上部の 

穴に差し込み、再びねじ 

をしめつけてください。

③ ねじでしめつけたあと、 

線を引いてみて、抜けな 

いことを確認してくださ

（ご-;主意）©ドライバーは先の小さいものをご使用ください



遠隔操作器を壁に取付ける場合

ねじをはずす

ねじをしめる

修壁掛型として使用する場 

合には別売の取付けアン 

グル(WR-Q01)が必要です。

•取付方法
① マイクロホンジャックの 

位置を変更します。
マイクロホンジャツクは、

操作器背面にあるねじ2 
本をはずすと簡単に位置 

を変更することができま 

す。

② 位置を変更した後は、再 

びねじで固定してくださ
い0

③ 操作器取付けアングルを 

付属のねじ4本で壁に取 

付けてください。
④ アングル側面に出ている 

M 4つの金具に、操作器底
面の溝を合わせて、下方 

に引くと、操作器はアン 

グルに固定されます。



■工事のしかた

1 -スピーカスイッチ付パナアンプを系統別に 

遠隔操作する場合
(I)電源部の改造
①ボりゥムのツマミをはずし、アンプ底面のねじ4本 

を取り、ケースをはずします。

〈変更後〉

100V

A.と B、 CとDをWR905の
それぞれまとめてOV端子へ

ーボンクス

ーホノクスWR905

の屯源制御端子へ—

(2)スピーカスイッチの改造

②アンプの電源部を図のように改造してください。

イ.電源スイッチとヒューズを結んでいる⑨線をは 

ずします。

口.次に電源スイッチとトランスを結んでいる©線 

をはずします。

ハ.電源スイッチとA Cアウトレットを結んでいる 

®線を切り、ACアウトレットとヒューズの間 

に配線してください。また⑧線も途中から切り、 
ACアウトレットとトランス間に配線してくだ 

さい。

二.也源スイッチから各部に配線されていた④、⑧ 

及び©、®をそれぞれハ。ラに接続し、リレーボ 

ックスWR —905と接続してください。
接続は次のようになります。
(®、®—

、©、®-

—WR—905のOV 端子 、

-—WR — 905の電源制御端子ノ

〈変更前〉

100V

ACアウト

フのスヒーカス

切黼して棟子板の±へ

切る①

8 PGT

COMへ

端子板の
土より

フのスヒーカ嫌子板

① スピーカスイッチのCOM側の線と出カトランスの 

〇端f•に配線されている線を切離し、線を抜きとっ 

てください。

② 出カトランスの〇端子と端广板の土を接続している 

線をトランスの〇端f•からはずしてください。

③ スピーカスイッチのホット側から出カトランスの、 
330 Qに接続されている線を、出力トランスの330 

Q端子からはずし、スピーカスイッチと端子板の土 

に接続変更してください。
(この時端广板への接続は端子板の裏側に行なっ、 
(てください。 )



ハナアンニ
嫌子
ナンバー

匸

AC100V 50，60Hz

（3）接続図

一ご ＞王意^
1.スピーカはリレーボックスの端子板に接続 

してください。

/ S 1 ~ 5 :出力 Scom : COM（土）'^
V S ko :緊急、 ノ

2 •アンプの電源はリレーボックスのACアウ

トレットに接続してください。

3 .配線については「配線距離と使用電線明細

表J P1 をごらんください0

® ® ® ®

A1 A2 A3 A4 A5 ACOM

J3の電源 
チへ｝妾統
ださい

WR.905 
嫌子ナンバー

-ルド線

WR-905

[1

WR-105

0 V
+ 24V

放送制御

コールサイン

C

H

〈パナアンプ〉

◎ ◎

© © ©

Cko

CcOM

Cl

C2

C3

C4

C5

※スピー乃ラインを70Vフインに
する場合にはP Aを8PGTの170 
Qに接続してください。

H

C

H

C

0 V
堪馮制御

PA

PAcom

Scom

Scom

Sko

si

S2

S3

S4

S5

一Aスイノチ-

AC （アウトレノト
AC

WR -905 アンプ

A 1 ス
ピ
ー
カ
端
子i

1

A 2 2

A3 3

A 4 4

A 5 5

A COM 土
PA 8PGT 330 Q

PAcom 8PGTC0M

OV
起源スイッチ

電源制御
H

A U X
C

〈接続早見表〉

WR 105 WR -905

0 V 0 V

+ 24V + 24

放送制御 放送制御
コールサイン コールサイン

C C

H H

Ci Ci

C2 C2

C3 C3

C4 C4

Cs Cs

Cko Cko

CcOM Ccom

© ®

H

C

コールサイン

放送制御
0 V
+ 24V
C 5
C 4
C 3
C 2
Cl

C COM
Cko

A5

A4

A3

A2

A1

A COM
Ako

圧

a-1
窗

(
S
V
VJS
)



2.ハイパワーシリーズを系統別遠隔放送 

する場合

（I）電源部の改造

①側面（計6個）及び背面（計2個）のねじをはずし 

々ハ'一を取ります。次に電源部の改造がしやすいよ 

うに背面ハ。ネルを開けます。

,11 PGT ソケ /

この線を
1〇番ヒンめ
から8 *

電源ス
電源 この線を

8 #ヒ から6 #ヒ
8 PGTソケ

② スピーカスイッチのKo線をスピーカ選択スイッチの 

5番スイッチと一杏スイソチの間で切断します。

③ —斉スイッチの上部のピンに接続されているK2線を 

中央のピンに移してください。

K 〇找

ここに｝S統されてた
線をスイ，チの中央の饑子にうつす

② 背面パネル上部にある11P G Tソケットの、8番ピ 

ンと電源スイッチを接続している線を8番ピンから 

はずし、同じソケットの6番ピンへ移してください。

③ 11PG1ソケットの1〇番ピンと電源トランスを接続 

している線を、1〇番ピンからはずし、同じソケット 

の8番ビンへ移してください。

（3） 8PGTソケット（OUT PUT）の改造

8 PGTソケ，

この線をはずし
ヒニルテーフで

スヒーカ端子板の!<1より

背面にある8 PGTソケットの5番ピンと、スピーカ端 

子のKi端子を接続している線を8Pソケットの5番ピン 

からはずしてください。

⑷接続図

（2）スピーカスイツチの改造

①前面八ネルの輿側にあるスピーカスイツチのカバ’一 

をはずしてください。

力八一は左右各1本のねじをはずして取リはずしま 

す0

（上部2本のねじをとノ くたさい:

—ご注意- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1. スピーカはリレーボックスの端子盤に接続し 

てください。

（出力：S 1〜S 5， COM : S COM \
（緊急、：SKO J

2. アンプの電源は、リレーボックスのA Cアウト 

レットに接続してください。

3. 配線については「配線距離と使用也線明細表」
P1をご覧ください。
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3. WL — 420 Tを系統別に遠隔操作する場合

（I）電源部の改造
①デスクアンプ|••部のねじをはずし、ふたを開きます„ 

次にデスク前i〖iiにある左れ2例のねじをはずし、パ 

ネルを開いてください。

（ィ）スピーカスイッチのko線を9番スイッチと一斉ス 

イッチの間で切断します。

（口）一斉スイッチのホット側と背面にある8PGTソヶ 

ット（OUT PUT）並びにVU メーターに配線さ 

れている線を一•斉スイッチからはずし、この2本 

の線をジョイントしてください。

（ハ）一斉スイッチのCOM側と端子板の土に接続して 

いる線を一斉スイッチ側ではずしてテープで絶縁 

してください。

〇はずす

②デスクの前ifu•から！mLて、左彳則に迸源スイッチがあり 

ますので、次のように改造してください。

シヨイントしてテープで絶縁

端子板

VUメータへ —斉スイ

端子板の±端子.
電，原スイッチから 
はずしそれぞれま 
とめてテープで絶 
練する

リレーホ/クスから 
新たにS己線

① デスク背I如にある8 P G TゾケV卜（OUT PUT, 

の2、3港ピンから端f板の土へいっている線を端子板 

からはずし、2本をジョイントしてテープで絶縁する。

② 次に端子板土と一斉スイッチのホット側に線を追加 

してください。

屯源ス-
リレーボノクス（WR 905）の0V 

，卞 及び電源制御端子にm統

（イ）謂:源スイッチに配線されている4本の線をはずし、 

ii図のようにまとめてください。

（口）W R --905のO V、及び電源制御端r-からWL — 420丁 

の電源スイッチへ新たに線を追加し、配線してく 

ださい。

デスクの内部は機器の製造年により異なりますが、い 

ずれのタイプも次のように改造してください。

① 電源スイッチに接続している線をはずし、各々テ 

—プで絶縁してください。

② リレーボックスの〇 V、電源制御端子とデスクの 

從源スイッチ、緊急スイッチを接続してください。

③ デスクの電源制御端子とリレーボックスのAスイ 

ッチを接続してください。

2 1 士］
0 0 ^=j==: 一斉ス

卜側へ追加
接続する

—斉スイ.ノチの
COM側へはずしてテープで

絶練する

つ

（2）スピーカスイッチの改造
デスクアンプ1-.部のふたを開くと左側にスピーカス 

イッチがありますので次のように改造してください。



4. WL — 600Tを系統別に遠隔操作する場合 

（I）電源部の改造

①デスクアンプ上部のねじをはずし、ふたを開きます。 

次にデスク前面パネルにある左右2個のねじをはず 

し、ノ、。ネルを開いてください。

②デスク前面から兄て左側に從源スイノチがあります 

ので、次のように改造してください。

菜原スイチから
.それそれ

まとめテーフで
雉域する

クスから
新たにae榜

クスWR 905
のOV及び電及制御端子に

fイ）電源スイッチに配線されている4本の線をはずし、 
上図のようにまとめてください。

（口）WR — 905のO V及び電源制御端子からWL —600 

Tの電源スイッチへ新たに線を追加し、配線して 

ください。

デスクの内部は機器の製造年により異なりますが、い
ずれのタイプも次のように改造してください。

① 電源スイッチに接続している線をはずし、各々テ 

ープで絶縁してください。

② リレーボックスのOV、電源制御端子とデスクの 

電源スイッチを接続してください。

③ デスクの電源制御端子と、リレーボックスのAス 

イッチを接続してください。

（2）スピーカスイッチの改造

デスクアンプ上部のふたを開くと、左側に、スピー 

カスイッチがありますので次のように改造してくだ 

さぃ。

（イ）スピーカスイッチのKo線を9番スイッチと一斉ス 

イッチの間で切断します。

（口）一斉スイッチのホット側と背面にある8 P G Tソ 

ケット（OUT PUT）並びにVU メータに配 

線されている線を一斉スイッチからはずし、この 

2本の線をジョイントしてください。

ショイントしてテーフで絶域

8 PGT
ソケノ

VUメータ

—斉制御リレー
ホノト側スヒーカスイ チのホ

うつす
うつす

うつす

Pラク板

取りはずす

VU メ ータより端子板の土より 100V^/

出カメータ基板
卜の3番ヒンより3 8 PGTソケ

追加接続してください

二の0は変更後の配線を示します

（ハ）一斉制御りレーと端子板の土を結線している線を 

図のように一斉制御リレーの一つ下のピンに移し 

かえてください。

（二）出カメータ基板（Z--22）の100V端子と一斉制御 

リレーを結んでいる線を、一斉制御リレー側ではず 

し、1Pラグ板に移してください。

（ホ）出カメータ基板の土端f-と一斉制御リレーに配線 

されている線を取リはずします。

（へ）一斉制御りレーと出カメータ基板の100V端子を 

結んでいる線を雉板側ではずし、スピーカー斉スイ 

ッチのホ••ノト側に移します。

（3）デスク背面にある8 P G Tソケットと端子板を次 

のように改造してください。

8PGTソケットの3番ピンと端子板の土を結線し
ている線をとリさり、新しく 8 P G Tソケットの3

番ピンと出カメータ基板（Z—22）の土端子に追加

配線してください。

スヒーカー斉スイノチへ

8 PGTソケ
デスクの嫌子板

6 78〇、

取りはずす

出カメータ基板の±嫌子へ追加接統する

増投 出力

:WR-906)
-出力制® （アンプ

111

11

5WL-420 1,6001を系統別に遠隔する場合の 

接続図

8GT ノケノトの
3番 5番ヒンへ

スヒーカ出力

+ 12 4 6 7 8 9-
I

テスクの電身 
スイ，チへ接**

ン;主意-
スヒー乃はWR 905、906のS1〜Scomに接統し

てください。

WR 905 WR 906 \

出力：Sl-5 S 1 ~ 5
緊急:Sko 
土 : S com

＞配線は「配線距離と使用電線明細表」卩2をこ覧 
ください。
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（極性なし）
'—、リレーボンクスの 
Aスイノチへ
追加接綾

性なし）
gリレーボノクスの
電肩制御 
及びOVへ追加接綺

©霄源制御リレ

6リレーボノクス（7＞ 
Aスイノチ
追加接統 

（極性なし） 謂里源制御及び0V 
追加接続 

（極性なし）

テスクの®及
チへ接W 

されている

<2-59>

③ Z—59，Z—89いずれの基板とも、電源スイッチと 

電源制御リレー間のはくを切断し、リレーの片側の 

線を図の©のように、移してください。

④ リレーボックスの電源制御、〇 V端子からの線を図 

の®のように基板に接続してください。

⑤ 電源制御用として、リレーボックスのAスイッチを 

図の〇のように基板に接続してください。

<Z-89>

（2）スピーカスイッチの改造

①デスク上部のネジをはずし、ふたを開きます。
次にデスク前面パネルにある左右2個のねじをはず 

し、ハ。ネルを開いてください。

はずす

ゆるめる

② ハ。ネルを開くと裏側にスピーカスイッチがあります 

ので、スピーカスイッチのカバーを開いてください。 

カバ'一前方上部にあるねじ（左右各1本）をはずし、 
前方下部のねじ（左右各1本）をゆるめるとカバー 

が開きます。

③ スピーカスイッチのカパ•一を開くと左側からIch〜 

3chの順にスイッチがありますので、それぞれ遠隔 

操作するチャンネルのスイッチを改造してください。

④ 遠隔操作するチャンネルのスピーカスイッチのKo 

線を、9番スイッチと一斉スイッチの間で切断して 

ください。
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6. WL —710を系統別に遠隔操作する場合 

（I）電源部の改造

①デスクアンプ上部のねじをはずし、ふたを開きますc 
次にデスク前面ハ。ネルにある左右2個のねじをはず 

し、パネルを開いてドさい。

8 PGTフラグ

②デスク背面にある電源制御端子を次のように改造し 

てください。

⑷電源スイッチと電源制御端子を接続している線を 

電源制御端子からはずし、リレーボックスの電源 

制御及び〇 V端子に接続してください。（はずし 

たところにはテープをまき、絶縁してください。）
I口）次にリレーボツクスのAスイッチからデスク電源 

制御部へ配線してください。
いずれも極性には無関係です。

はずしてテ
フで絶樣f

j源制御端子ノ＜

クス（WR-905）の
電源制御.0 V箱子より

リレーボンクス（WR-905）の
Aスイノチより

（2）スピーカスイッチの改造

デスクの前面ハ。ネルを開くと裏面にスピーカスイッ 

チが2段あります。スピーカスイッチは上段が2ch、 

下段がIchになっています。遠隔操作するチャンネル 

のスピーカスイツチを次のように改造してください。

（ィ）スピーカスイッチのKo線を9番スイ 

イツチの間で切断します。
•チと一•斉ス

（口）一斉スイッチと9番スイッチのホット側に接続さ 

れている線をはずし、ジョイントしてくだ;ぃ

スヒーカ嫌子板

-斉9

線が短いため
別途線を追加する

取りはずす うつす

一斉制御リ

リレー基板

プにて絶縁

Pラグ板

追加配線する

カスイッチ

（ハ）スピーカスイッチの裏側にある一斉制御リレーと 

リレー基板（Z—35）の100端子を接続している 

線を取りはずしてください。

（二）リレーと1Pラグ板を接続している線をリレー側 

ではずし、Z—35基板の100端子に移します。

（ホ）背面の8PGTソケットの2番、3番ピンとスピ 

一力端子の一斉端子を接続している線を取リはず 

してください。

（へ）端子板の土からリレーに接続されている線をリレ 

—側ではずし、1つ後方の端子に移します。

（卜）リレーとZ —35基板の土とを接続していた線をリ 

レー側ではずし、8PGTソケットの3番ピンに 

移します。このとき線が短かいため別途線を追加 

配線してください。

（チ）次にリレーからスピーカー斉スイッチのホット側 

へ別途、線を追加し接線してください-
12

7. WL—840を系統別に遠隔操作する場合 

（I）電源部の改造
①デスクアンプ背面の右側にあるパネルをはずしてく 

ださい。ハ。ネルはねじ2本を取るとはずれます。

デスク背面

Q Q厂

rr
はずす

②背面の八ネルをはずすと、電源部の基板があリます。 

基板はWL —840の製造年によリ、Z —59基板とZ 

— 89基板の2種類がありますので、工事の時には基 

板ナンバーにご注意ください。

＜電源制御リレ

接
続
変
更



⑶一斉制御部リレーの改造

3chスピーカスイッチの前方に一斉制御リレー基板 

のZ-53Aがあリますので、これを次のように改造し 

てください。

スヒーカ端子板の±よ _チホー 8 PGTソケ
5番ヒ

うつす

うつす

8 PGT
3 #ヒ へほ枝する

追加する

（ィ）基板の01と±1のはくを切断してください。

（口）背面にある8 P G Tソケット5番ピンからZ -53 A 

の01に接続されている®線をZ —53 Aの01からは 

ずし、図のように切断したはくの前方に移してく 

ださい。

（ハ）スピーカ端子板の土から土1のはくに接続されて 

いる®線をZ -53Aの±1はくからはずし、〇1は 

くの切断した後方に移してください。

（ホ）背面にある8PGTソケノトの3番ピンとスピー 

力端子板の土を接続している線をとリはずしてく 

ださい。

8 PGTソケノ 端子板

一斉9

〇 〇〇 〇 〇 〇〇 〇

取りはずす
リレー基板Z53Aへ追加彳s校する



8. WL —7I0T及びWL — 840を操作器i台で系統別と全チャンネルー斉遠隔操作する場合の接続図 

一ご;主意- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

♦各リレーボックスWR —905のC1〜C5端子と放送制御端子との間にダイオードを接続します。これは1つのチャ 

ンネルに遠隔放送した時に、他のチャンネルに影響しないようにするためで、各チャンネルとも遠隔操作する 

系統分だけダイオードを接続してください。ダイオードはRA-1Zをお使いください。

•スピーカは各チャンネルともWR —905, 906のS1〜SCOMに接続してください。

WR-905 

出力：S1〜5， 
―■斉：Sko

WR-906 \ 

S1〜4

、土 : SCOM ノ

•配線については「配線距離と使用電線明細表」P 2をご覧ください。

CH—2
スヒーカ出力

CH—1

ACOMI A1 31 A4 A5IA1IA2I A3IA4 A2 A3 A4 Ab A1

WR-110
Ich用 
WR-905

2ch用
WR- 905

3ch用 
WR-905

0 V — — 0 V
+ 24V — 一 + 24V

コールサイン コールサイン コールサイン コールサイン

C （出力） C（入力） C （入力） C（人力）
H （出力） H（入力） H（人力） H（入力）

Cko Cko Cko Cko
C COM C COM CcOM C COM
Cl — - Cl

C 2 — — C 2
C 3 — — C 3
C 4 — C 1 —
C 5 一 C 2 -
C 6 C 3 —
C 7 C 1 — —
C 8 C 2 — —
C 9 C 3 - —
CIO C 4 一

テスクの電.再*板へ 
I （電甬スイノチ

ダイオード 
AA-1 Z を 
追加接技

Ich〜3ch 
WR-905

Ich— 3ch 
WL-840

A 1 ¥
1
力
端
£

1

A 2 2
A3 3

A 4 4

A 5 5
H 緊急入力
C

Ich〜3ch Ich — 3ch
WR-906 WL — 840
A 1 6

A 2 ピ 7
A3 1

力
端

8

A 4 9

Ako r-
板 —斉

Acom +

3ch
WR-906

WL-840

0 V
源

板

電源スイッチ電源制御
一Aスイッチ—— 電源制御

リレー

P A 8PGT 3番ピン
PAcom 8PGT 5番ピン

WR-905 WR-906

放送制御 放送制御
C COM C COM
Cko Cko

Ako Ako

PA PA

PA COM PA COM

H H

C

H

コールサイン C

放送制御
ov
+ 24V OV

制御
C4

H- C3 PA

H- C2 PACOM

M-ci.
CCOM SCOM

SKo SCOM

SK0

SI

A5 S2 .

A4 S3

A3 S4

A2 S5

.Aスイノチ-
ACOM

AK0 AC

ACT1!；トレノト
:]

±12 3456789 -S
99999999999

A1 A2 A3 A4 A5 A1 A2 A3 A4 AK0

デスクの電源*板' 
（電源制御リレ-）

H H

C C

H

C

放送制御
OV

+ 24V OV

C5 電原制御
C4

C3 PA

C2 PACOM

Cl

CCOM SCOM

CK0 SCOM

SK0

SI

A5 S2

A4 S3

A3 S4

A2 S5

A1

ACOM
■aス，』+

AK0 AC

Cアウトレノ l}

ダイオード 
RA-1Zを追加

H H

C

H

コールサイン c

放送制御
0 V

+ 24V 0 V
C5 電源制ffl）
C4

M-C3 PA

■14-こ2 PACOM

十Cl
CCOM SCOM

CK0 SCOM

SKo

SI

A5 S2

A4 S3

A3 S4

A2 S5

A1
■Aスイ，チ-

ACOM

AK0 AC

AC70トレノト

アンテナ
AM FM FM E 
〇〇 〇1〇

CH-2 チrイム制御電甬制御
fool fool II。oil

CH - 3 2 A
[〇~〇1 O

10A

〇

0BB0B 

0）。
放送中ランフ電及

H H

C

H

C

放送制御
0 V
+ 24V OV

C5 著原制御
C4

C3 PA

C2 PACOM

Cl

CCOM SCOM

CK0 SCOM

SKo

SI

A5 S2

A4 S3

A3 S4

A2 S5

A1

ACOM 一’ ' 7

AK0 .AC

AC70トレノト :]

«CCOM、及びCkoはすべての 
WR-905、906にハラ接続して
ください。

H H

C C

H

コールサイ c

放送制ac
0 V
+ 24V 0 V
C5 ■t及制®

H- C4
C3 PA

C2 PACOM

H- ci
CCOM SCOM

CK0 SCOM

SK0

si
A5 S2

A4 S3

A3 S4

A2 S5

A1

ACOM

AK0 AC こ］

1 ch用WA 906

H H

c c
H

c

放送制征
0 V

+ 24V ov
C5 苔•やぼ
C4

C3 PA

C2 PACOM

Cl

CCOM SCOM

CK0 SCOM

SKO

si
A5 S2

A4 S3

A3 S4

A2 S5

A1
-Aスイ••'チ-

ACOM

AKO AC

ACT-k. :]

CK0

CCOM

Cl

C2

C3

C4

C6

C8

C9

CIO

WR-110
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WL — 7I0T及びWL — 840をチャンネル別一斉と全チヤンネルー斉遠隔する場合の接続図

'注意-
*スピーカはデスクアンプのスピーカ端子板に接続してく 

ださい。尚スピーカスイッチ部の改造は必要ありません■: 

參配線は「配線距離と使用電線明細表j piをご覧下さい。

1:123 4 56789—斉
00000 000000

±12 3 4 56789
00000000000

±12 3 4 5 6 7 8 9—斉 
00000000000

-斤制^）
〇〇〇

1 ch 2ch 3 ch
緊急入力へ緊急入力へ緊急入カハ

〈接続早見表〉

WR -105 Ich用 
WR-904

2ch用
WR —904

3ch用 
WR-904

0 V 0 V — —

+ 24V + 24V — —

コールサイン コールサイン コ—ルサイン コールサイン

C C（入力） C（人力） C（人力）
H H（人力） H（人力） H（入力）
Ci 放送制御 — —

c2 — 放送制御 —

c3 — — 放送制御

各ch
WR-904 WL -840

0 V
電源基板電源制御

Ich用 
WR-904 WL -840

2ch用 
WR-904 デスク

3ch用 
WR-904 WL-840

H Ich

緊急人力
H 2ch

緊急入力
H 3ch

緊急人力C C C

Ki Ich

一斉制御端子
Ki 2ch

一斉制御端子
Ki 3ch

一斉制御端子k2 k2 k2

-Aスイッチ- 電源基板

※このシステムはWL —840のチャンネル別一斉遠隔操作する時のシステムですが、WL —710Tの 
場合も接続方法は同様です。

H

C

H

C

H

C

H

C

H

C

コールサイン

放送制御

0 V
+ 24V

0 V
霄原制®

土

K2

K,

■MAスイッチト

AC（アウトレ；/卜）

AC

(WR-904

:1

::]

H

C

H

C

H

C

H

C

H

C

コールサイン

放送制御
0V

+ 24V

0V

電馮制御

+

K*

K,

—1八スイッチ

AC（アウトレント）

AC

&£]

（〇〇1 fo°l 

〇〇

00E1EI

0©°

(WR-904)

〈WR-105〉

0V

+24V

放送制御

コールサイン

C

H

H

C

H

C

H

C

H

C

H

C

コールサイン

放送制御
0V

+24V

0V

電源制御

+

k2

K,

一Aスイッチー

AC（アウトレット）

AC

〈WR-904〉

CK0

CC0M

Cl

C2

C3

C4

C5

X
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10.音声調整卓（WL-610,720,850）を系統別遠隔 

する場合の改造方法

音声調整卓を系統別+—斉遠隔する場合にはマトリ 

クス基板とスピーカスイッチ基板の改造が必要です。
なおマトリクス基板は調整卓の製造年により異なり、 

その改造方法も異なりますので工事の際には、必ず基 

板ナン八一をご確認ください。

〔基板の取付け位置〕

■前テーブルを開き、操作
くネルを開きます

<W L -6I0>

0 0

V リクス基板

0 0

-^7^=7 口
I ' 5 6〜10 —斉

/スピーカスイノチ

/基板及びコネクタ

〈W L -850>

マトリクス基板

©

ICH /

2CH /

3CH /

ピーカスイッチ基板及びコネクタ

※冒し一720もWL—850と同じ基板を使用し、かつ配 

置場所も全く同様です。

•旧基板の場合 

〔W L -610の改造〕

參マトリクス基板YWL611-

•スピーカスイッチ基板（YWL611-ZR10）_〕ネクタ

ZR07E

（イ）マトリクス基板のCN 3の6番7番間のハ。ターンを 

切ってください。ハ。ターン切断後は必ずテスターで 

導通試験をしてください。

卿⑽ノ
4 3 2 I I砂

（口）マトリクス基板のCN 3コネクタに配線されている 

8番ピンの線を6番ピンに移し変えてください。

CN3

ピンをはずす場合は平型ドライ八一でピンを押しな 

がら線を引き抜いてください。

引き抜く

この場合ドライ八一は横に立てた方が容易です。 
線を引き抜いたあとピンのツメがつぶれている場合 

がありますので、ドライパ'—でツメを起こしてくだ 

さい0

ピンをコネクタに差し込むときはツメのある方がコ 

ネクタのミゾに人るように差し込んでください。

ツメ

コネクタ

スビーカスイッチ

■斉スイッチ

スピーカスイッチ基板 スピーカスイッチ基本反

コネクタ コネクタ

スピーカスイッチの1〜5に接続されているコネク 

夕の11番ピンと一斉スイッチ基板とを接続している 

線を上図のように切断してください。

〔W L — 720、850の改造〕

參マトリクス基板 YWL851 —ZR02E

2ch

CN 2

（ィ）八夕ーンの切断 

拳Ichを遠隔操作するとき

CN1の4番5番間のハ。ターンを切ってください。

• 2chを遠隔操作するとき

CN2の12番13番間のハ。ターンを切ってください。

• 3chを遠隔操作するとき
CN3の5番6番間のハ。ターンを切ってください。

※…乙一720、850とも遠隔操作するチャンネルのみ改 

造してください。

（口）コネクタのピンの差しかえ 

春Ichを遠隔操作するとき

マトリクス基板のCN1のコネクタに配線されてい 

る3番ピンの線を6番ピンに移してください。

CN \

*2chを遠隔操作するとき

•マトリクス基板のCN2のコネクタに配線されてI 

る11番ピンの線を14番ピンに移してください。

«3chを遠隔操作するとき
マトリクス基板のCN2のコネクタに配線されて' 

る3番ピンの線を6番ピンに移してください。

3chのとき 2chのとき

翻
10 | I I ? 13 14 15

•スピーカスイッチ基板（YWL611—ZR10）用コネクタ

遠隔操作するチャンネノレのスピーカスイッチ基板の 

1〜5に接続されているコネクタの11番ピンと一斉 

スイッチ堪板とを接続している線を切断してくださ
い0

スビーカスイッチ

一斉ス1ツナ

ピーカスイッチ基ネ5 ピーカスイッチ基板

=1ネクタ

♦新基板の場合 

〔W L —610の改造〕

•マトリクス基板 YWL611-ZR07F

（イ）マトリクス基板のCN3コネクタの4番6番ピンに 

接続されているジャンハ。一線（A2 ）を取りUずし 

てください。

（口）CN3コネクタの基8番ピンに接続されている線（A3） 

を8番ピンから4番ピンへ移してください。

CN3

•スピーカスイノチ遙板（WL611-ZR10）ffiコネクタ 

スビーカスイッチ

—斉スイ.ノチ

コネクタ コネクタ

スピーカスイッチ基板の1〜5に接続されているコ 

ネクタの11番ピンと一斉スイッチ基仮とを接続して 

いる線を上図のように切断してください。
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〔WL — 720、850の改造〕

參マトリクス基板 YWL-851-ZR07F

（ィ）lchを遠隔操作するとき
參マトリクス基板のCN1コネクタの5番、6番ピン 

に接続されているジャンハ。一線（A2）を取リはず 

してください。

❿CN1コネクタの3番ピンに接続されている線（A3） 

を3番ピンから6番ピンへ移してください。

參

ZZ7 // / /
CN I

スピーカスイッチ基板（WL-611-ZR10）用コネクタ

遠隔操作するチャンネルのスピーカスイッチ基板の 

1~ 5に接続されているコネクタの11番ピンと一斉 

スイッチ基板とを接続している線を切断してくださ

スビーカスイッチ

斉スイッチ

ビーカスイッチ基板 ビーカスイッチ基板

コネクタコネクタ

（口）2chを遠隔操作するとき

♦マトリクス基板のCN2コネクタの13番、14番ピン 

に接続されているジャンパー線（A2）を取リはず 

してください。

• CN2コネクタの11番ピンに接続されている線（A3） 

を11番ピンから、14番ピンへ移してください。

rrrrrr-m

（ハ）3 chを遠隔操作する場合

•マトリクス基板のCN2コネクタの5番、6番ピン 

に接続されているジャンパ—線（A2）を取リはず 

してください0

• CN2コネクタの3番ピンに接続さ〆している線（A3） 

を3番ピンから6番ピンへ移してください。

Z'/~7///.
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I I . W L—600,720及び850を各チャンネル 

10系統+—斉を遠隔する場合の接続図

-ご注意- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
，リレーボックスWU—R 85を使用する場合には、スピー乃端子 

板WU_ Q 47は必要ありません。スピーカはWU— R 85に接続し 

てください。尚、調格卓とWU— R85の接続はめ:接WU— Q47同 

様調格卓からのCN1.CN4の2本のコード（コネクタは）をそれ 

ぞれWU — R850CN1.CN40コネクタに接続してください。 

線については「配線距離と使用電線明細表」P 3をごねくだ
さい。

※このシステムはWL—610を10系統+ -•斉遠隔する場合のシステムです„ WL—720 
850をチャンネル別に10系統+— 斉に遠隔する場合は、\^1^-110、\¥1；—1^85がそれぞ 
K 2及び3台必要になりますが、接続方法はWL—610の場合とM様にそれぞれチャ 
ンネル別に行って下さい。

<WU-Ff85)

〈WR-110/

OV

+ 24V

放送制御

コールサイン

C

H

CKO

CCOM

C1

C2

C3

C4

C5

C6

C7

C8

C9

CIO

WR-110 wu--R85

〇 V O V
+ 24V 24 V電源出力

攸送制御 優先放送制御端
コールサイン コールサイン外部制御端子

C
リモコ ン人力

H

Cko スピーカ制御一杏

Cl ” 1

C2 a 2

C3 a 3

C4 ” 4

C5 n 5

C6 n 6

C7 a 7

C8 a 8

C9 " 9

CIO 〃 10
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12. Wl_ — 720及びWL — 850をチヤンネル別一斉と全チヤンネルー斉に遠隔する場合の接続図 

-ご注意- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
，スピーカは調整卓のスピーカ端子板WU-Q47のスピーカ 

OUTに接続してください。

＞配線は「配線距離と使用電線明細表」P1をご覧くださ

※このシステムはWL—850をチャンネル別一斉遠隔する場合のシステムです 
が、WL —720の場合も接続方法は同様です。

WR-205 WU-Q 47

0 V 0 V
+ 24V リモコン用電源出力

コールサイン コールサイン制御
C

リモコン人力
H

C1 Ich—斉制御及び
リモコン制御

C2 2ch—斉制御及び
リモコン制御

C3 3ch—斉制御及び
リモコン制御 WU-Q47)

(WR-105)
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Cl C2C3C4

<W U - R 85>

CN1 CN2

CN3 - CN4

C5 C6C7

•0 V

<W U - R85>
+ 24 V

-W U - Z85へ

CN1 CN2

-CN3 - CN4 -

C8 C9 CIO

=cリモコン入力へ

松下電器産業株式会社 
松下通信工業株式会社AVシステム事業部
〒226横浜市緑区佐江戸町600 S （045） 932-1231（大代表）
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13 WL — 720及びWL—850を遠隔操作器I台で 

系統別に遠隔する場合の接続図

-ご注意- - - - - - - - - - - - - - - - - - -
•リレーボックスWU-R85を使用する場合には、スピーカ端子板 

WU-Q47は必要ありません。スピーカはWU-R85に、接続して 

てください。尚、調整卓とWU-R85の接続はWU-Q47同様調整 

卓からのCN1〜CN4コード（コネクタ付）をWU-R85のCN1〜 

CN4のコネクタに接続してください。

> WU-R85を2台以上使用する場合には、リレー用電源装置WU 

-Z85が必要です。WL^Z85はWU-R85に収納できますが、取 

付け方についてはP3をご覧ください。

►配線については「配線距離と使用電線明細表」P 2をご覧くだ 

さい。

〈接続早見表〉

■ WU-R85の改造

WL —720及び850を、10系統+ —斉の遠隔操作する 

場合にはWU-R 85の改造が必要です。これは1つの 

チャンネルに遠隔放送した時に、他のチャンネルの 

放送を切らないようにするためです。

WU-R85には下図のように基板が配置されています。

Avwu，85_ZR02*

〔改造内容〕
① 各チャンネルごとに遠隔制御するスピーカライ 
ンの数だけ、WU-R85のYWUR85-ZR01基板2 
枚のスピーカラインにダイオードを挿人します。

② 各チヤンネルともWU-R 85のスピーカライン6 
のはくを切り、このはくと一斉リレーとの間に 
ダイオードを挿入します。
（スピーカライン1〜5の基板はそのまま）

③ スピーカライン6のはくに別途リード線を接続 
し、ここと遠隔制御するスピーカラインのはく 
との間にダイオードを挿入してください。
（スピーカライン1〜5の基板はそのまま）

④ スピーカライン6に接続したリード線はWU-R 
85のYWUR85 — ZR02のリモコン用優先リレーに 
接続します。
一例として、1チャンネルのスピーカライン6 
〜10を遠隔操作する場合の改造方法を左図に示 
します。

① 「スピーカ制御6」のはくを切断し、この間に 
ダイオードを挿入します。

② 次に「スピーカ制御6」のはくに線④を追加し、 
この線を下図のようにYWUR85 —ZR02の基板 
に接続します。
ここと各スピーカ制御 <7〜10> 端子に1個ず 
つダイオードを接続してください。
このダイオードの数は遠隔操作器から制御する 
スピーカラインの数によって異なります。

③ 「スピーカ制御6」のはくと一斉制御ラインのは 
くの間にもダイオードを接続してください。た 
だし、スピーカ制御1〜5の基板には必要あり 
ません。

※ダイオードはRA-1Zをお使いください。
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